
別 紙 

１ 開催日時  令和７年１０月２３日（木）         開会 午後３時００分 

                                閉会 午後３時３０分 

２ 開催場所  第一本庁舎６階 ６０２・６０３中会議室 

３ 出 席 者  委 員 小原 敏治、荻山 孝夫、村石 政彦、松尾 雅敏 

佐藤 寧娘、中川 潤一、渡部 嘉夫、金子 誠 

 

事務局 ４名 

 

４ 答  申   

(1) 中小企業運転資金融資 審査番号１番 原案可決 

(2) 中小企業運転資金融資 審査番号２番 原案可決 

(3) 中小企業運転資金融資 審査番号 3 番 原案可決 

(4) 地 域 貢 献 事 業 者 資 金 審査番号 4 番 原案可決 

 

５ 審査概要 

(1) 中小企業運転資金融資審査番号１番を議題として、事務局説明のあと審査とな

る。 

質 疑：なし 

 

(2) 中小企業運転資金融資審査番号２番を議題として、事務局説明のあと審査とな

る。 

質 疑：無形固定資産の内訳は。 

事務局：主に営業権である。 

質 疑：役員からの借入は今後減らしていく予定はあるのか。 

事務局：現在業容拡大中のため投入しているが、今後は借入を減らしていく予定

である。 

(3) 中小企業運転資金融資審査番号３番を議題として、事務局説明のあと審査とな

る。 

質 疑：従業員が０人だが、代表者が全て対応しているのか。 

事務局：代表者は主に営業、仕入れを行っており、流通等については全て外注先

が行っている。 

 



(4) 中小企業運転資金融資審査番号４番を議題として、事務局説明のあと審査とな

る。 

質 疑：申請額は、信用保証枠を鑑みた金額なのか。 

事務局：保証枠は関係なく必要額での申請である。 

質 疑：８月期試算にて営業損失を計上しているが、今後の見通しは。 

事務局：産業機械の設置等の利益が下がっている影響で損失計上であるが、  

今後複数案件があるため、前年同様の収益で着地する見込みである。 

 

(5) 答申採決 

ア 中小企業運転資金融資 審査番号１番 原案可決 

イ 中小企業運転資金融資  審査番号２番 原案可決 

ウ 中小企業運転資金融資 審査番号３番 原案可決 

エ 地域貢献事業者資金融資 審査番号４番 原案可決 

 


